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投信販売が低迷 

2019年１月の日本籍追加型株式投信（ETFを除く）の推計資金流出入をみると、国内債券、外国債

券以外の資産では資金流入があった【図表１】。特に、外国 REITは 2016年 12月以降、資金流出が続

いていたため、約２年ぶりの資金流入となった。2018 年後半に外国 REIT は資金流出が鈍化し売却が

一巡してきていたが、この１月はさらにこれまで重石となっていた米金融政策が変換点を迎える可能

性が出てきたことも追い風になったと思われる。ただ、流入金額はどの資産も 1,000億円に届かず、

投信販売全体が低迷していたことがうかがえる。 
 

国内株式は、株価動向が影響し 600億円の資金流入と 12月の 1,000億円から減少した。１月は大発

会こそ下落し日経平均株価は２万円を下回ったが、直ぐに反発し、その後は方向感が乏しい展開が続

いた。国内株式では 2018年 10月以降、パッシブ・ファンドが資金流入を牽引してきた。それが１月

は日経平均株価が２万円を回復した７日を境にパッシブ・ファンドの資金流入が止まった。日経平均

株価が２万円を超えたあたりから、売買を控え様子見をする投資家も多かったようだ。 
 

【図表１】 2019 年１月の日本籍追加型株式投信の推計資金流出入 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者集計。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 
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【図表２】 2019 年１月の推計純流入ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。ETF、SMA 専用、DC 専用ファンドは除く。 
 

 

外国株式でつみたて NISA 対象商品の存在感が増す 

外国株式では、12 月の 200 億円の資金流出から１月は 750 億円の資金流入に転じた。【図表２】の

２本（青太字）を含む１月新設された外国株式ファンドが 450億円ほど資金を集めており、新設ファ

ンドによって資金流入が膨らんでいた面もあり、既存の外国株式ファンドの販売は引き続き厳しかっ

た模様である。 
 

外国株式ファンドの販売が厳しい中で存在感を増してきているのが、つみたて NISA対象ファンドで

ある。つみたて NISA対象の外国株式ファンドは、一つ一つのファンドの流入金額は小額で【図表２】

の流入上位ファンドに出てこないが、合計すると１月は 200億円の資金を集めた。１月新設ファンド

以外に 300億円の資金流入があったが、そのうち３分の２は つみたて NISA対象商品への資金流入で

あった。2018 年１月以降のつみたて NISA 対象の外国株式ファンドの資金流入の推移をみると、毎月

100億円以上の資金流入があり、１月に限らず安定した資金流入を誇っていることが分かる【図表３】。 
 

バランス型ファンドは３本柱で安定した資金流入 

2018 年 11 月以降、内外株式を中心に投信販売が鈍化しているが、バランス型には 600 億円前後の

資金流入があり、他の資産と比べて安定した資金流入が続いている。資金流入が安定している背景に

は、毎月分配型を含む高頻度分配ファンド、確定拠出年金（以後、ＤＣ）専用ファンド、つみたて NISA

対象ファンドへの資金流入がある。 
 

【図表３】 つみたて NISA 対象の外国株式ファンドの資金流出入 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。2019 年１月のみ推計値、他は実績値。 

 ファンド名 運用会社
1月の推計

純流入
純資産

1月末時点
1位  先進国ハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし)  アセットマネジメントOne 262 億円 262 億円

2位  東京海上・円資産バランスファンド(毎月決算型)  東京海上アセットマネジメント 165 億円 5,041 億円

3位  グローバル全生物ゲノム株式ファンド(1年決算型)  日興アセットマネジメント 124 億円 121 億円

4位  ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド(毎月分配型)  ピクテ投信投資顧問 122 億円 5,791 億円

5位  国際 アジア・リート・ファンド(通貨選択型)インド・ルピーコース(毎月)  三菱UFJ国際投信 101 億円 896 億円

6位  J-REIT・リサーチ・オープン(毎月決算型)  三井住友トラスト･アセットマネジメント 78 億円 2,871 億円

7位  東京海上・円資産バランスファンド(年1回決算型)  東京海上アセットマネジメント 73 億円 1,247 億円

8位  ひふみプラス  レオス･キャピタルワークス 67 億円 5,724 億円

9位  中国人民元ソブリンオープン  岡三アセットマネジメント 54 億円 161 億円

10位  野村ACI先進医療インパクト投資 Bコース 為替ヘッジなし 資産成長型  野村アセットマネジメント 54 億円 638 億円
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 【図表４】 バランス型ファンドのタイプ別資金流出入 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。2019 年１月のみ推計値、他は実績値。 

 

タイプごとのバランス型ファンドの資金流出入の推移をみると、高頻度分配ファンド、ＤＣ専用フ

ァンド、つみたてＮＩＳＡ対象ファンドには安定して資金流入があることが分かる【図表４】。特に投

信販売が鈍化した 2018年 11月以降は、バランス型ファンドの資金流入のほとんどが３タイプのいず

れかへの資金流入であった。 
 

３タイプの中では、「東京海上・円資産バランスファンド(毎月決算型)」（【図表２】赤太字）に代表

される高頻度分配ファンドへの資金流入が最も大きい。ただ、１月は高頻度分配型ファンドへの資金

流入がやや鈍化したが、ＤＣ専用ファンドとつみたてＮＩＳＡ対象ファンドへの資金流入は増えた。

バランス型ファンドへの資金流入の半分がＤＣ専用、および つみたてＮＩＳＡ対象ファンドへの資金

流入であった。投信販売が全体的に低迷する中、ＤＣやつみたてＮＩＳＡを通じて行われている積立

投資の存在感が外国株式ファンドやバランス型ファンドで相対的に高まった格好である。 
 

ブラジル関連ファンドが好調 

１月のパフォーマンスは、ブラジル関連ファンドや資源関連ファンドが総じて好調であった【図表

５】。ブラジル関連ファンドは、新大統領の政策期待や関連が強い中国の景気刺激策を好感して大きく

上昇した。また、資源関連ファンドは１月に原油が反発した恩恵を受け、高パフォーマンスであった。 

 

【図表５】 2019 年１月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。2019 年１月末残高 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 
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ファンド名 運用会社
１月の
収益率

過去１年
収益率

純資産
１月末時点

1位  野村ブラジル・インフラ関連株投信  野村アセットマネジメント 20.2 % -6.3 % 35 億円

2位  WTI原油先物ファンド(ロング・ポジション)  アストマックス投信投資顧問 20.0 % -15.0 % 44 億円

3位  資源ツインα ファンド(通貨選択型)ブラジルレアルコース  T&Dアセットマネジメント 19.9 % -22.4 % 12 億円

4位  HSBC ブラジル オープン  HSBC投信 17.8 % 0.5 % 358 億円

5位  HSBC ブラジル株式ファンド(3ヶ月決算型)  HSBC投信 17.8 % 0.6 % 14 億円

6位  資源ファンド(株式と通貨)南アフリカランド・コース  日興アセットマネジメント 17.6 % -20.1 % 46 億円

7位  LM・ブラジル高配当株ファンド(毎月分配型)  レッグ･メイソン･ｱｾｯﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 17.2 % 0.8 % 35 億円

8位  UBSブラジル・インデックス・ファンド  UBSアセット･マネジメント 16.7 % -3.1 % 11 億円

9位  ブラジル高配当株オープン(毎月決算型)  三井住友ﾄﾗｽﾄ･ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 16.7 % 0.5 % 99 億円

10位  MLP関連証券ファンド(為替ヘッジあり)  三井住友ﾄﾗｽﾄ･ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 15.9 % -6.8 % 13 億円
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（ご注意）当資料のデータは信頼ある情報源から入手、加工したものですが、その正確性と完全性を保証するものではあり 

ません。当資料の内容について、将来見解を変更することもあります。当資料は情報提供が目的であり、投資 

信託の勧誘するものではありません。 


